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○ 人事給与管理システム運用保守業務委託に関する契約の相手方等の公示（情報システム

戦略課） 

○ 軽油引取税免税証の無効告示（税務課） 
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○ 埼玉県立特別支援学校塙保己一学園及び埼玉県立上尾特別支援学校スクールバス運行

業務委託に関する落札者等の公示（特別支援教育課） 

○ 埼玉県立熊谷特別支援学校スクールバス運行業務委託に関する落札者等の公示（特別支

援教育課） 

○ 埼玉県立大宮北特別支援学校スクールバス運行業務委託に関する落札者等の公示（特別

支援教育課） 

○ 埼玉県立越谷西特別支援学校スクールバス運行業務委託に関する落札者等の公示（特別

支援教育課） 

○ 埼玉県立所沢おおぞら特別支援学校スクールバス運行業務委託に関する契約の相手方

等の公示（特別支援教育課） 

○ 一般国道 140号の供用の開始（秩父県土整備事務所） 

○ 県道菅谷寄居線の区域の変更（熊谷県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の指定（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の区域の変更（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の指定（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の区域の変更（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の指定（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の区域の変更（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の指定（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の区域の変更（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の指定（行田県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の区域の変更（行田県土整備事務所） 

○ 県道境杉戸線の区域の変更（杉戸県土整備事務所） 

○ 県道境杉戸線の区域の変更（杉戸県土整備事務所） 

○ 県道利根川自転車道線の区域の変更（杉戸県土整備事務所） 

○ 建築基準法第 42条第１項第４号に基づく道路の指定（川越建築安全センター） 

○ 住民監査請求に係る監査結果の公表（監査第一課） 
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正誤 
○ 埼玉県告示第 1405号中訂正（みどり自然課） 

 

 



  

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
七
号 

 
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 



１ 購入等件名及び数量 

  人事給与管理システム運用保守業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県企画財政部情報システム戦略課業務効率化推進担当 埼玉県さいたま市

浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和６年10月１日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社高知電子計算センター 高知県高知市本町４丁目１番16号 

５ 契約金額 

  118,286,520円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方公共団体の物品等又は特定役務の調達手続の特例を定める政令第11条第１

項第２号に該当 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
八
号 

 
次
の
軽
油
引
取
税
免
税
証
は
、
亡
失
し
た
の
で
、
亡
失
の
日
か
ら
無
効
と
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

  

埼
玉
県
熊
谷
県
税
事
務
所 

免
税
証
を
交
付
し
た
事
務
所 

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
町
大
字
甘
粕
十
番
地
五 

埼
玉
ひ
び
き
の
農
業
協
同
組
合 

美
里
ス
タ
ン
ド 

 

免
税
証
に
記
載
さ
れ
た
販
売
業
者
の
所
在
地
及
び
氏
名
又
は
名
称 

一
八
㍑ 

免
税
証 

の
種
類 

０
９
Ｄ
０
０
８
３
１
９ 

～ 

０
９
Ｄ
０
０
８
３
２
２ 

免
税
証
の
記
号
及
び
番
号 

令
和
六
年
十
月
一
日 

亡
失
年
月
日 

四 

枚
数 

農
業 

用
途 

令
和
六
年
四
月
一
日 

～ 

令
和
六
年
八
月
三
十
一
日 

有
効
期
間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
五
十
九
号 

 
土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
六
年
埼
玉
県
告
示
第
四
百
四
十
九
号
に
よ
り
指
定
し
た
区
域
の
指
定
を
次
の
と
お
り
一
部
解
除

す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
と
し
て
の
指
定
を
解
除
す
る
区
域 

 

別
図
の
と
お
り
（
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
西
鶴
ケ
岡
一
丁
目
千
九
百
四
十
番
一
の
一
部
） 

二 

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項 

 

の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害
物
質
の
種
類 

 
 

鉛
及
び
そ
の
化
合
物 

三 

講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置 

 
 

基
準
不
適
合
土
壌
の
掘
削
に
よ
る
除
去 

 
 



 

別図 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
別
保
護
地
区
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

奥
秩
父
特
別
保
護
地
区 

二 

区
域 

 

奥
秩
父
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
秩
父
市
大
滝
地
内
の
国
有
林
埼
玉
森
林
計
画
区
五
十
六
林
班

か
ら
六
十
一
林
班
ま
で
の
区
域
。
（
千
九
百
四
十
三
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

指
針
案 

 
 

イ 

県
指
定
特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分 

 
 
 
 
 

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 
 

ロ 

県
指
定
特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的 

 
 

当
該
区
域
は
、
長
野
県
及
び
山
梨
県
と
県
境
を
接
す
る
埼
玉
県
の
最
西
部
に
位
置
す
る
。

そ
の
自
然
環
境
は
亜
高
山
帯
又
は
山
地
帯
に
属
し
、
森
林
と
し
て
の
自
然
状
態
が
よ
く
保
た

れ
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
当
該
区
域
で
は
、
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
（
特
別
天
然
記
念
物
）
を
は
じ
め
、
ク
ビ
ワ

コ
ウ
モ
リ
や
ク
マ
タ
カ
（
い
ず
れ
も
本
県
の
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
絶
滅
危
惧Ⅰ

Ｂ
類
（
絶

滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
種
で
、
近
い
将
来
に
お
け
る
野
生
で
の
絶
滅
の
危
険
性
が
高
い
も

の
）
に
分
類
）
な
ど
、
希
少
な
種
や
、
生
息
分
布
が
局
限
さ
れ
て
い
る
種
の
生
息
が
確
認
又

は
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
当
該
区
域
は
、
地
域
固
有
の
生
物
群
集
を
有
す
る
森
林
を
保
護
・
管
理
す
る
こ

と
に
よ
り
、
森
林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、
野
生
生
物
の
保
護
、
遺
伝
資
源
の

保
護
、
森
林
施
業
・
管
理
技
術
の
発
展
、
学
術
の
研
究
等
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
指
定
さ

れ
て
い
る
「
秩
父
山
地
生
物
群
集
保
護
林
」
の
一
部
で
あ
る
。 

 
 

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
本
県
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
と
野
生
鳥
獣
の
保
護

繁
殖
を
図
る
上
で
極
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
基
づ

く
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
森
林
鳥
獣
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
一
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
三
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

新
座
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

新
座
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
号
で
告
示
し
た
新
座
町
鳥
獣
保
護
区
の
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
二
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
四
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

喜
多
院
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

喜
多
院
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
三
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
五
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

堂
平
山
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

一 

名
称 

 
 

堂
平
山
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
五
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
五
十
四
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

こ
の
区
域
は
、
外
秩
父
山
地
中
央
部
に
位
置
し
、
標
高
が
概
ね
二
百
メ
ー
ト
ル
か
ら
八
百

メ
ー
ト
ル
の
低
山
帯
に
属
す
る
。
多
様
な
鳥
獣
が
生
息
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
保
護
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
四
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
六
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

大
血
川
奥
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

大
血
川
奥
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
四
十
四
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

こ
の
区
域
は
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
内
に
位
置
し
、
広
葉
樹
や
針
葉
樹
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
る
多
様
な
森
林
植
生
を
有
し
て
い
る
。
大
型
哺
乳
類
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
鳥
獣
が
生
息

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
鳥
獣
の
保
護
を
図
り
、
生
物
の
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
五
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
七
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

奥
秩
父
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

奥
秩
父
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
七
十
二
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

こ
の
区
域
は
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
内
に
位
置
し
、
広
葉
樹
や
針
葉
樹
な
ど
か
ら
構

成
さ
れ
る
多
様
な
森
林
植
生
を
有
し
て
い
る
。
大
型
哺
乳
類
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
鳥

獣
が
生
息
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
鳥
獣
の
保
護
を
図
り
、
生
物
の
多
様
性
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
六
号 

 
平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
四
十
九
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
変
更
に
つ
い
て
）
に
係
る
観

音
山
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

観
音
山
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
百
四
十
九
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

森
林
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

こ
の
区
域
は
、
県
立
西
秩
父
自
然
公
園
の
一
角
に
位
置
し
、
二
次
林
と
植
林
地
が
混
在
す

る
山
林
地
域
と
田
畑
や
住
宅
が
点
在
す
る
山
村
地
域
か
ら
な
り
、
合
角
ダ
ム
の
ダ
ム
湖
が
あ

る
。
大
型
哺
乳
類
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
鳥
獣
が
生
息
し
て
い
る
。
自
然
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
鳥
獣
を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
七
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
九
十
九
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る

越
生
中
学
校
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

越
生
中
学
校
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
三
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
八
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る
萩
ヶ
丘

小
学
校
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

萩
ヶ
丘
小
学
校
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
号
で
告
示
し
た
平
中
学
校
鳥
獣
保
護
区
の
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
六
十
九
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
一
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る
高
篠

中
学
校
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

高
篠
中
学
校
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
二
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る
遺
跡

の
森
総
合
公
園
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

遺
跡
の
森
総
合
公
園
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 

昭
和
六
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
六
百
九
十
一
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
一
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
三
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る
智
光

山
公
園
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

智
光
山
公
園
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
一
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
二
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
四
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る
笹
井

小
学
校
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

笹
井
小
学
校
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
七
十
二
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
三
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
五
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る
立
正

大
学
・
文
殊
寺
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

立
正
大
学
・
文
殊
寺
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
七
年
埼
玉
県
第
二
千
七
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
四
号 

 
平
成
二
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
六
号
（
鳥
獣
保
護
区
の
更
新
に
つ
い
て
）
に
係
る
大
吉

鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
次
の
と
お
り
更
新
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

大
吉
鳥
獣
保
護
区 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
三
十
八
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
十
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で 

四 

保
護
に
関
す
る
指
針 

 

イ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分 

 
 

 

身
近
な
鳥
獣
生
息
地
の
保
護
区 

 

ロ 

県
指
定
鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的 

 

鳥
獣
保
護
思
想
の
普
及 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
五
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

越
生
ゴ
ル
フ
場
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
九
十
九
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
六
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

比
企
北
部
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
千
五
百
七
十
一
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
七
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

行
田
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

令
和
元
年
埼
玉
県
告
示
第
六
百
七
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
八
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

南
河
原
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
五
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
七
十
九
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

杉
戸
・
宮
代
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
二
年
埼
玉
県
告
示
第
千
三
百
七
十
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

美
里
・
甘
粕
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
六
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
八
十
九
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

  



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
一
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

大
島
新
田
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
年
埼
玉
県
告
示
第
千
四
百
二
十
一
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
二
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

中
川
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
十
六
年
埼
玉
県
告
示
第
二
千
五
十
二
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
三
号 

 
鳥
獣
の
保
護
及
び
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
三
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
を
指
定
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

名
称 

 
 

小
林
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
（
銃
） 

二 

区
域 

 
 

平
成
二
十
七
年
埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
三
十
四
号
で
告
示
し
た
区
域 

三 

存
続
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
無
期
限 

四 

禁
止
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類 

 
 

銃
器 

 

 



 

告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
四
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

一 

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称 

 

草
加
都
市
計
画
道
路
三
・
一
・
一
号
外
環
状
道
路
、
三
・
三
・
三
号
草
加
三
郷
線 

二 

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域 

 

イ 

追
加
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

な
し 

 

ロ 

削
除
す
る
土
地
の
区
域 

 
 

 

三
郷
市
鷹
野
三
丁
目
の
一
部 

三 

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所 

 

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉
県
越
谷
県
土
整
備
事
務
所
、
草
加
市
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
、
八
潮
市
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
三
郷
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
都
市
デ
ザ
イ

ン
課 

四 

縦
覧
期
間 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
令
和
六
年
十
一
月
八
日
ま
で 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
五
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
松
山
都
市
計
画
区
域
区
分
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
六
号 

 
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
松
山
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
を
変
更
し
た
。 

 

な
お
、
当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
七
号 

 
さ
い
た
ま
市
か
ら
さ
い
た
ま
都
市
計
画
道
路
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
八
号 

 
川
越
市
か
ら
川
越
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付

を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
八
十
九
号 

 
川
越
市
か
ら
川
越
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
号 

 
日
高
市
か
ら
川
越
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付

を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て

準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都

市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
一
号 

 
日
高
市
か
ら
川
越
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
二
号 

 
鶴
ヶ
島
市
か
ら
坂
戸
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送

付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部

都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
三
号 

 
鶴
ヶ
島
市
か
ら
坂
戸
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
に
お
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 
 

 
 

   



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
四
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

土
地
区
画
整
理
組
合
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

一 

組
合
の
名
称 

 
 

和
光
市
越
後
山
土
地
区
画
整
理
組
合 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
十
七
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
十
年
九
月
三
十
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
、
南
二
丁
目
の
各
一
部 

四 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
和
光
市
南
一
丁
目
十
六
番
六
十
七
号 

五 

設
立
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
十
七
年
八
月
二
十
六
日 

六 

変
更
の
内
容 

 
 

第
三
条
中
「
南
一
丁
目
の
一
部
」
を
「
南
一
丁
目
、
南
二
丁
目
の
各
一
部
」
に
変
更
す
る
。 

 
 

第
五
条
中
「
二
十
番
三
十
四
号
」
を
「
十
六
番
六
十
七
号
」
に
変
更
す
る
。 

 
 

第
九
条
中
「
及
び
」
を
「
ま
た
は
」
に
変
更
す
る
。 

七 

変
更
認
可
の
年
月
日 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 



告

示

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
五
号
埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
五
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
五
十
二
条
第
一
項
第
八
号
、
同
条
第
二

項
第
三
号
、
第
五
十
三
条
第
一
項
第
六
号
、
第
五
十
六
条
第
一
項
第
二
号
ニ
及
び
別
表
第
三 

欄

五
の
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域
の
面
積
を
変
更

す
る
。

な
お
、
当
該
変
更
に
係
る
図
書
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
建
築
安
全
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日

埼
玉
県
知
事

大

野

元

裕

変
更
に
係
る
区
域

東
松
山
市
の
区
域
内
の
都
市
計
画
区
域
の
う
ち
用
途
地
域
の
指
定
の
な
い
区
域

(に) 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
六
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

   



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県立特別支援学校塙保己一学園及び埼玉県立上尾特別支援学校スクールバ

ス運行業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局県立学校部特別支援教育課総務・振興助成担当 埼玉県さいたま

市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和６年８月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  武州交通興業株式会社 東京都国分寺市西恋ケ窪１丁目45番地19 

５ 落札金額 

  750,200,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年７月９日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
七
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

   



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県立熊谷特別支援学校スクールバス運行業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局県立学校部特別支援教育課総務・振興助成担当 埼玉県さいたま

市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和６年８月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  株式会社協同バス 埼玉県行田市佐間１丁目20番36号 

５ 落札金額 

  1,089,000,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年７月９日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
八
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

   



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県立大宮北特別支援学校スクールバス運行業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局県立学校部特別支援教育課総務・振興助成担当 埼玉県さいたま

市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和６年８月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  関東自動車株式会社 埼玉県さいたま市浦和区仲町２丁目３番19号 

５ 落札金額 

  583,000,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年７月９日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
百
九
十
九
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
落
札
者
を
決

定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

   



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県立越谷西特別支援学校スクールバス運行業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局県立学校部特別支援教育課総務・振興助成担当 埼玉県さいたま

市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 落札者を決定した日 

  令和６年８月19日 

４ 落札者の氏名及び住所 

  関東自動車株式会社 埼玉県さいたま市浦和区仲町２丁目３番19号 

５ 落札金額 

  582,912,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  一般競争入札 

７ 入札の公告を行った日 

  令和６年７月９日 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
号 

Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
随
意
契
約
の

相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

   



１ 購入等件名及び数量 

  埼玉県立所沢おおぞら特別支援学校スクールバス運行業務委託 一式 

２ 契約に関する事務を担当する部局の名称及び所在地 

  埼玉県教育局県立学校部特別支援教育課総務・振興助成担当 埼玉県さいたま

市浦和区高砂３丁目15番１号 

３ 随意契約の相手方を決定した日 

  令和６年８月30日 

４ 随意契約の相手方の氏名及び住所 

  株式会社平成エンタープライズ 埼玉県志木市本町５丁目22番26号 

５ 契約金額 

  919,380,000円 

６ 契約の相手方を決定した手続 

  随意契約 

７ 随意契約とした理由 

  地方自治法施行令第167条の２第１項第８号に該当 



告

示 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ

う
に
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長 

 
 

 

幸 

二 
 

 
 

 
 

 



 

一
般
国
道
百
四
十
号 

路 
 

線 
 

名 

秩
父
市
上
宮
地
町
四
五
九
一
番
七
地
先
か

ら
同
市
上
野
町
八
〇
五
番
一
五
地
先
ま
で 

（
た
だ
し
、
関
係
図
書
に
表
示
す
る
範
囲

に
限
る
。
） 

供
用
開
始
の
区
間 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

供
用
開
始
の
期
日 

 
 

 

令
和
六
年
二
月
二
十
七

日
付
け
埼
玉
県
秩
父
県

土
整
備
事
務
所
長
告
示

第
四
号
で
告
示
し
た
道

路
予
定
区
域
の
一
部
供

用
開
始
で
あ
る
。 

延
長
九
四
六
・
八
四
メ

ー
ト
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

備 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長 

小 

島 

孝 

文 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

菅
谷
寄
居
線 

三 

道
路
の
区
域 



 

新 旧 

旧 

新 

別 

大
里
郡
寄
居
町
大
字
富
田
字
南
柏
田
一
四
九
番
一
地
先
か
ら 

同
郡
同
町
大
字
富
田
字
南
柏
田
一
二
三
番
三
地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

   

一
二
・
三
七
～
一
三
・
六
九 

     

九
・
七
八
～
一
三
・
六
九 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

六
九
・
六
〇 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

自
転
車
歩
行
者
道
整
備

工
事
の
た
め 

備 

 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
道
路
の
部
分
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
指
定
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 



 

利
根
川
自
転
車
道
線 

路
線
名 

加
須
市
旗
井
字
堤
外
二
一
四
八
番
三
地
先
か
ら 

同
市
新
川
通
字
中
分
八
二
七
番
一
一
地
先
ま
で 

指
定
す
る
道
路
の
部
分 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

指
定
の
期
日 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工
事
に
よ
る
。 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

利
根
川
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域



 

新 旧 

旧 

新 
別 

加
須
市
旗
井
字
堤
外
二
一
四
八
番
三

地
先
か
ら 

同
市
新
川
通
字
中
分
八
二
七
番
一
一

地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  

三
・
〇
〇
～ 

  
 
 
       

一
六
・
二
〇 

 
 

三
・
〇
〇
～ 

  
 
 
       

六
・
五
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

三
三
五
四
・
七
八 

延 
 
 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工

事
に
よ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
二
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
道
路
の
部
分
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
指
定
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 



 

利
根
川
自
転
車
道
線 

路
線
名 

加
須
市
新
川
通
字
長
沼
九
八
〇
番
三
地
先
か
ら 

同
市
新
川
通
字
長
沼
九
七
三
番
六
地
先
ま
で 

指
定
す
る
道
路
の
部
分 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

指
定
の
期
日 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工
事
に
よ
る
。 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
三
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

利
根
川
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域



 

新 旧 

旧 

新 
別 

加
須
市
新
川
通
字
長
沼
九
八
〇
番
三

地
先
か
ら 

同
市
新
川
通
字
長
沼
九
七
三
番
六
地

先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  

八
・
五
〇
～ 

  
 
 
       

一
六
・
〇
〇 

 
 

三
・
〇
〇
～ 

  
 
 
       

三
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
二
八
八
・
六
〇 

延 
 
 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工

事
に
よ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
四
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
道
路
の
部
分
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
指
定
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 



 

利
根
川
自
転
車
道
線 

路
線
名 

加
須
市
弥
兵
衛
字
中
分
道
上
四
二
三
番
四
地
先

か
ら 

同
市
大
越
字
下
寺
前
二
〇
四
八
番
二
地
先
ま
で 

指
定
す
る
道
路
の
部
分 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

指
定
の
期
日 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工
事
に
よ
る
。 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
五
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

利
根
川
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域



 

新 旧 

旧 

新 
別 

加
須
市
弥
兵
衛
字
中
分
道
上
四
二
三

番
四
地
先
か
ら 

同
市
大
越
字
下
寺
前
二
〇
四
八
番
二

地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  

八
・
五
〇
～ 

  
 
 
       

八
・
五
〇 

 
 

三
・
〇
〇
～ 

  
 
 
       

三
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
三
六
一
・
一
二 

延 
 
 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工

事
に
よ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
六
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
道
路
の
部
分
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
指
定
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 



 

利
根
川
自
転
車
道
線 

路
線
名 

羽
生
市
大
字
名
字
屋
敷
裏
七
四
四
番
二
地
先
か

ら 同
市
大
字
下
村
君
字
米
宮
二
七
〇
二
番
地
先
ま

で 

指
定
す
る
道
路
の
部
分 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

指
定
の
期
日 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工
事
に
よ
る
。 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
七
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

利
根
川
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域



 

新 旧 

旧 

新 
別 

羽
生
市
大
字
名
字
屋
敷
裏
七
四
四
番

二
地
先
か
ら 

同
市
大
字
下
村
君
字
米
宮
二
七
〇
二

番
地
先
ま
で 区 

 
 
 

間 

  

三
・
〇
〇
～ 

  
 
 
       

八
・
五
〇 

 
 

三
・
〇
〇
～ 

  
 
 
       

三
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

二
〇
三
六
・
二
九 

延 
 
 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工

事
に
よ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
八
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
四
十
八
条
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
道
路
の
部
分
を
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
に
指
定
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 



 

利
根
川
自
転
車
道
線 

路
線
名 

羽
生
市
大
字
上
村
君
字
堤
根
一
八
〇
番
地
先
か

ら 同
市
大
字
上
村
君
字
堤
根
一
六
三
番
地
先
ま
で 

指
定
す
る
道
路
の
部
分 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

指
定
の
期
日 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工
事
に
よ
る
。 

備 
 

 

考 



告

示 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
九
号 

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
長 

吉 

村 

正 

則 
 

 
 

一 

道
路
の
種
類 

 

県
道 

二 

路 

線 

名 
 

利
根
川
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域



 

新 旧 

旧 

新 
別 

羽
生
市
大
字
上
村
君
字
堤
根
一
八
〇

番
地
先
か
ら 

同
市
大
字
上
村
君
字
堤
根
一
六
三
番

地
先
ま
で 

区 
 
 
 

間 

  

八
・
五
〇
～ 

  
 
 
       

八
・
五
〇 

 
 

三
・
〇
〇
～ 

  
 
 
       

三
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

六
七
五
・
〇
〇 

延 
 
 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

国
の
首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工

事
に
よ
る
。 

備 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

荒 

井 

正 

之 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

境
杉
戸
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



  

新 旧 

旧 
新 

別 

幸
手
市
大
字
平
野
字
九
反
割
六
七
〇
番

地
先
か
ら
同
市
大
字
平
野
字
九
反
割
六

七
〇
番
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

 

一
三
・
七
八 

一
〇
・
八
九
～ 

 

一
三
・
七
八 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

六
二
・
五
四 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
一
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

荒 

井 

正 

之 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

境
杉
戸
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



  

新 旧 

旧 
新 

別 

幸
手
市
大
字
平
野
字
宮
下
五
四
二
番
二
地

先
か
ら
同
市
大
字
平
野
字
宮
下
五
四
二
番

二
地
先
ま
で 区 

 
 
 
 
 

間 

 

一
三
・
八
三
～ 

 
 

一
八
・
三
九 

一
〇
・
九
八
～ 

 

一
七
・
九
五 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

一
五
二
・
四
三 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
二
号 

 
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の

区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。 

 

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
六
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
埼
玉
県
県
土
整
備
部
道
路
環
境

課
及
び
埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
杉
戸
県
土
整
備
事
務
所
長 

荒 

井 

正 

之 

一 

道
路
の
種
類 

県
道 

二 

路 

線 

名 

利
根
川
自
転
車
道
線 

三 

道
路
の
区
域 

  
 



  

新 旧 

旧 
新 

別 

久
喜
市
栗
橋
北
二
丁
目
十
九
番
地
先
か
ら

同
市
栗
橋
北
二
丁
目
二
十
番
地
先
ま
で 

久
喜
市
栗
橋
北
二
丁
目
十
九
番
地
先
か
ら

同
市
栗
橋
北
二
丁
目
二
十
番
地
先
ま
で 

区 
 
 
 
 
 

間 

八
・
五
〇
～ 

 
 
 

一
六
・
一
〇 

三
・
〇
〇 

敷
地
の
幅
員 

（
メ
ー
ト
ル
） 

一
〇
九
・
八
七 

八
八
・
一
九 

延 
 

長 

（
メ
ー
ト
ル
） 

 

 

備 
 
 
 
 
 

考 



告

示 

埼
玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長
告
示
第
三
十
号 

 
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
、
道
路
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 埼

玉
県
川
越
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
所
長 

国 

分 

政 

勝 

 



 

第

六

号 

指

定

番

号 
建

築

基

準

法 

第

四

十

二

条 

第
一
項
第
四
号 

指

定

に

係

る 
道

路

の

種

類 

令
和
六
年
十
月
十

一
日 

指

定

の

年

月

日 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
笠
縫
字
後
際
六
十
五
―
三
及
び
六
十

五
―
九
の
各
一
部 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
川
寺
字
榎
戸
四
百
九
十
二
―
一
及
び

四
百
九
十
二
―
六
の
各
一
部
並
び
に
四
百
九
十
二
―
六
の

各
先 

 

埼
玉
県
飯
能
市
大
字
笠
縫
字
六
道
四
百
三
―
一
、
四
百
三
―

六
、
四
百
三
―
七
、
四
百
三
―
九
、
四
百
三
―
十
、
四
百
十

八
―
七
及
び
四
百
十
八
―
十
二
の
各
一
部 

 
埼
玉
県
飯
能
市
大
字
双
柳
字
水
押
二
百
六
十
四
―
二
、
二
百

六
十
八
及
び
二
百
七
十
八
―
三
の
各
一
部 

 

指

定

に

係

る

道

路

の

位

置 

十
四
・
〇 

二
十
三
・
〇 

 

三
十
四
・
六 

三
十
六
・
〇 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

延

長 

（
単
位
メ
ー
ト
ル
） 

四
・
〇 

六
・
〇 

 

六
・
〇 

 

九
・
〇 

 

指

定

に

係

る 

道

路

の

幅

員 

（
単
位
メ
ー
ト
ル

） 



告

示 

埼
玉
県
監
査
委
員
告
示
第
十
一
号 

 
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
二
条
第
五
項
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
の
規
定
に
よ
り
、

住
民
監
査
請
求
に
係
る
監
査
を
実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。 

令
和
六
年
十
月
二
十
五
日 

埼
玉
県
監
査
委
員 

間 

嶋 

順 

一 

埼
玉
県
監
査
委
員 

小
笠
原 

薫 

子 

埼
玉
県
監
査
委
員 

立 

石 

泰 

広 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
監
査
委
員 

日
下
部 

伸 

三  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

                       



 

埼玉県職員措置請求に係る監査の結果 

 

第１ 監査の請求 

 １ 請求人   

   （省略） 

 

 ２ 請求書の受付 

   令和６年８月 23日 

 

 ３ 請求の内容 

 （１）請求の対象者 

    埼玉県知事 

 （２）請求の趣旨 

  ア 埼玉県職員Ａ（しらこばと公園管理事務所長（当時））（以下「Ａ」という。）には次の 

   非違行為があった。 

  （ア）2023 年４月 29～30 日に行われた水着撮影会開催のための公園利用申請を不許可とし      

    なければならなかったにもかかわらずこれを許可したこと 

     2023 年４月 29～30 日の水着撮影会当日の監視業務に当たっていたしらこばと公園管 

       理事務所職員の職務上の義務違反または職務懈怠についての当該職員の上司としての管 

       理監督責任 

     2023 年４月 29～30 日の水着撮影会の実態を少なくとも 2023 年６月３日に一般市民    

       に指摘されるまで 1 か月以上も把握せず、自ら主体的・能動的に調査していなかったこ 

       と 

     2023 年６月 10 日に開催予定だった水着撮影会について、未成年者の出演が予定され 

       ていたことを理由に中止要請を行うべきであったにもかかわらずこれを怠ったこと 

     2022年４月１日にしらこばと公園管理事務所長に就任して以来、何度も未成年者を出 

       演させる水着撮影会の開催を許可したこと 

     しらこばと公園における水着撮影会について未成年者の出演および客としての入場を 

       禁止する許可条件を明文化していなかったこと 

     しらこばと公園での水着撮影会において「性的好奇心をそそる」行為が行われたにも 

    かかわらず適切な対応を取らなかった疑い 

  イ 前埼玉県職員Ｂ（埼玉県公園緑地協会理事長（当時））（以下「Ｂ」という。）および埼 

      玉県職員Ｃ（埼玉県公園緑地協会副理事長（当時））（以下「Ｃ」という。）には次の非違 

      行為があった。 

  （ア）Ａの上司としての管理監督責任 

  （イ）川越公園管理事務所長の上司としての管理監督責任 

    川越公園管理事務所長の非違行為は次のとおり。 

    ａ 2023 年５月 14 日に川越公園で開催された水着撮影会が公序良俗に違反していた 

          ことを理由として同じ主催者が６月 11日に開催予定だった水着撮影会の中止要請を   

          するべきであったにもかかわらずこれを怠ったこと 



    ｂ 2023 年５月 14 日に川越公園で開催された水着撮影会が公序良俗に違反ではない    

     としても地方自治法第 244 条第２項の「正当な理由」に該当するものとして同じ主 

     催者が６月 11日に開催予定だった水着撮影会の中止要請をするべきであったにもか 

     かわらずこれを怠ったこと 

        ｃ 2023 年５月 14 日に川越公園で開催された水着撮影会が仮に公序良俗違反ではな 

     いとしても出演者が「性的好奇心をそそる」（埼玉県青少年健全育成条例（以下「青 

     少年条例」という。）第３条第 13 号）行為を行ったことを理由に同じ主催者が６月  

     11 日に開催予定だった水着撮影会の中止要請をするべきであったにもかかわらずこ 

     れを怠ったこと 

    ｄ 2023 年５月 14 日の水着撮影会当日の監視業務に当たっていた川越公園管理事務 

          所職員の職務上の義務違反または職務懈怠についての当該職員の上司としての管理 

          監督責任 

        ｅ 2022 年６月 11～12 日に開催された未成年者を出演させた水着撮影会の開催を許 

          可したこと 

    ｆ 川越公園において水着撮影会の許可条件を明文化していなかったこと 

  （ウ）加須はなさき公園管理事務所長の上司としての管理監督責任 

    加須はなさき公園管理事務所長の非違行為は次のとおり。 

    ａ 2022 年７月２日に開催された未成年者を出演させた水着撮影会の開催を許可した 

          こと 

    ｂ 加須はなさき公園において水着撮影会の許可条件を明文化していなかったこと 

  （エ）公園緑地協会理事長および副理事長兼代表理事としての職務上の義務違反または職 

        務懈怠 

    ａ 2023 年４月 29～30 日にしらこばと公園で行われた水着撮影会開催のための公園 

          利用申請を不許可とすべきであったにもかかわらずこれを許可した職務上の義務違 

          反または職務懈怠 

    ｂ 2023 年６月 10 日にしらこばと公園で開催予定だった水着撮影会について、未成 

          年者の出演が予定されていたことを理由に中止要請を行うべきであったにもかかわ 

          らずこれを怠ったこと 

    ｃ 2023 年５月 14 日に川越公園で開催された水着撮影会が公序良俗に違反していた 

          こと、地方自治法第 244 条第 2 項の正当な理由に該当することまたは「性的好奇心  

     をそそる」行為が行われたことを理由として同じ主催者が６月 11 日に開催予定だっ 

     た水着撮影会の中止要請をするべきであったにもかかわらずこれを怠ったこと 

    ｄ 公園緑地協会副理事長兼代表理事に就任して以来、未成年者を出演させる水着撮 

          影会の開催を許可したこと 

    ｅ 水着撮影会について未成年者の出演および客としての入場を禁止する許可条件を  

          明文化していなかったこと 

 （３）請求する措置の内容 

  ア Ａに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書に記載するＡの各非違行為(不作為 

      を含む。以下同じ)から遅くない時期に減給または停職の懲戒処分を行うべきであるにも 

      かかわらず、知事がＡに対して減給または停職処分を怠り、給与を減額せずに全額支給 

      し続けていることは違法若しくは不当な公金の支出に該当するものであり(地方自治法第 



 

      242 条第２項の規定により、本件請求の対象となるのは 2023 年８月 23 日以降に支出さ 

      れたものとなる。以下同じ)、これにより埼玉県は本来減額するべきであった給与の金額 

      の財産上の損害を被っている。よって、知事に対し、2023 年８月 23 日以降に支給済みの 

      給与のうち本来減額するべきであった金額相当額の返還請求をＡに対して行うか、ある 

      いは、Ａに対して減給または停職処分を行って給与を減額して支給することで財産上の 

      損害を実質的に補填する等の適切な是正措置を講ずべきことを求める。 

  イ Ｂに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書に記載するＢの各非違行為から遅 

      くない時期に減給または停職の懲戒処分を行うべきであったにもかかわらず、知事がＢ 

      に対して減給または停職処分を怠り、給与を減額せずに全額支給し続けたことは違法若 

      しくは不当な公金の支出に該当するものであり、これにより埼玉県は本来減額するべき 

      であった給与の金額の財産上の損害を被っている。 

    よって、知事に対し、2023 年８月 23 日以降に支給済みの給与のうち本来減額するべき 

      であった金額相当額の返還請求をＢに対して行う等の財産上の損害を補填する適切な是 

      正措置を講ずべきことを求める。 

  ウ Ｃに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書に記載するＣの各非違行為から遅 

      くない時期に減給または停職の懲戒処分を行うべきであるにもかかわらず、知事がＣに 

      対して減給または停職処分を怠り、給与を減額せずに全額支給し続けていることは違法 

      若しくは不当な公金の支出に該当するものであり、これにより埼玉県は本来減額するべ 

      きであった給与の金額の財産上の損害を被っている。 

    よって、知事に対し、2023 年８月 23 日以降に支給済みの給与のうち本来減額するべき 

      であった金額相当額の返還請求をＣに対して行うか、あるいは、Ｃに対して減給または 

      停職処分を行って給与を減額して支給することで財産上の損害を実質的に補填する等の 

      適切な是正措置を講ずべきことを求める。 

  エ  Ａに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書に記載するＡの各非違行為から遅 

      くない時期に戒告の懲戒処分を行うべきであるにもかかわらず、知事がＡに対して戒告 

      処分を怠り、本請求書で戒告処分相当の非違行為として指摘する行為を踏まえずに勤務 

      成績評価を行い、2023 年４月１日付と 2024 年４月１日付の定期昇給の昇給区分および 

      昇給号給数を決定し、その昇給区分および昇給号給数に基づいて給与を支給し続けてい 

      ることは違法若しくは不当な公金の支出に該当するものであり、これにより埼玉県は本 

      来減額するべきであった給与の金額の財産上の損害を被っている。  

      よって、知事に対し、2023 年８月 23 日以降に支給済みの給与のうち本来減額するべき 

      であった金額相当額の返還請求をＡに対して行うか、あるいは、Ａに対して戒告処分を 

      行って次回の定期昇給の昇給区分および昇給号給数に反映し、給与を減額して支給する 

      ことで財産上の損害を実質的に補填する等の適切な是正措置を講ずべきことを求める。 

  オ Ｂに対し、任命権者であった埼玉県知事は、本請求書に記載するＢの各非違行為から 

      遅くない時期に戒告の懲戒処分を行うべきであったにもかかわらず、知事がＢに対して 

      戒告処分を怠り、本請求書で戒告処分相当の非違行為として指摘する行為を踏まえずに 

      勤務成績評価を行い、2023 年４月１日付の定期昇給の昇給区分および昇給号給数を決定 

      し、その昇給区分および昇給号給数に基づいて給与を支給し続けたことは違法若しくは 

      不当な公金の支出に該当するものであり、これにより埼玉県は本来減額するべきであっ 



      た給与の金額の財産上の損害を被っている。 

    よって、知事に対し、2023 年８月 23 日以降に支給済みの給与のうち本来減額するべき 

      であった金額相当額の返還請求をＢに対して行う等の財産上の損害を補填する適切な是 

      正措置を講ずべきことを求める。 

  カ Ｃに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書に記載するＣの各非違行為から遅 

      くない時期に戒告の懲戒処分を行うべきであるにもかかわらず、知事がＣに対して戒告 

      処分を怠り、本請求書で戒告処分相当の非違行為として指摘する行為を踏まえずに勤務 

      成績評価を行い、2024 年４月１日付の定期昇給の昇給区分および昇給号給数を決定し、 

      その昇給区分および昇給号給数に基づいた金額の給与が 2024 年４月 19 日以降に支給さ 

      れることが予定されている。これは違法若しくは不当な公金の支出が「相当の確実さを 

      もって予測される場合」に該当するものであり、これにより埼玉県は本来減額するべき 

      であった給与の金額の財産上の損害を被ることが相当の確実さをもって予測される。よ 

      って、知事に対し、2024 年８月 23 日以降に支給予定の給与のうち本来減額するべきであ 

      った金額相当額の返還請求をＣに対して行うか、あるいは、Ｃに対して戒告処分を行っ 

      て次回の定期昇給の昇給区分および昇給号給数に反映し、給与を減額して支給すること 

      で財産上の損害を実質的に補填する等の適切な是正措置を講ずべきことを求める。 

  キ Ａに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書で非違行為として指摘するＡの行 

      為または不作為を勤務成績評価に反映し、2023 年４月１日付と 2024 年４月１日付の定 

      期昇給の昇給区分および昇給号給数を決定してその昇給区分および昇給号給数に基づい 

      て給与を支給しなければならなかったにもかかわらず、本請求書で指摘する行為または 

      不作為を踏まえずに成績評価を行い、2023 年４月１日付と 2024 年４月１日付の定期昇 

      給の昇給区分および昇給号給数を決定したものと推定される。そうした昇給区分および 

      昇給号給数に基づいて不当に高い金額の給与を支給し続けることは違法若しくは不当な 

      公金の支出に該当するものであり(2024年４月１日付の定期昇給に基づく給与の支出が行 

      われるのは 2024 年４月 19 日からであるが、既に昇給区分および昇給号給数が決定され 

      ている以上、それに基づいた金額の給与が支出されることは地方自治法第 242 条第１項 

      の「相当の確実さをもって予測される場合」に該当することは明らかである)、これによ 

      り埼玉県は本来支給するべきであった給与の金額との差額の財産上の損害を被っている 

      ものと推定される。 

    よって、知事に対し、2023 年８月 23 日以降に支給済みの給与のうち本来支給するべき 

      であった金額との差額相当額の返還請求をＡに対して行う等の適切な是正措置を講ずべ 

      きことを求める。 

  ク Ｂに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書で非違行為として指摘するＢの行 

      為または不作為を勤務成績評価に反映し、2023 年４月１日付の定期昇給の昇給区分およ 

      び昇給号給数を決定してその昇給区分および昇給号給数に基づいて給与を支給しなけれ 

      ばならなかったにもかかわらず、本請求書で指摘する行為または不作為を踏まえずに成 

      績評価を行い、2023 年４月１日付の定期昇給の昇給区分および昇給号給数を決定したも 

      のと推定される。そうした昇給区分および昇給号給数に基づいて不当に高い金額の給与 

      を支給し続けたことは違法若しくは不当な公金の支出に該当するものであり、これによ 

      り埼玉県は本来支給するべきであった給与の金額との差額の財産上の損害を被っている 

      ものと推定される。 



 

    よって、知事に対し、2023 年８月 23 日以降に支給済みの給与のうち本来支給するべき 

      であった金額との差額相当額の返還請求をＢに対して行う等の適切な是正措置を講ずべ 

      きことを求める。 

  ケ Ｃに対し、任命権者である埼玉県知事は、本請求書で非違行為として指摘するＣの行 

      為または不作為を勤務成績評価に反映し、2024 年４月１日付の定期昇給の昇給区分およ 

      び昇給号給数を決定してその昇給区分および昇給号給数に基づいて給与を支給しなけれ 

      ばならなかったにもかかわらず、本請求書で指摘する行為または不作為を踏まえずに成 

      績評価を行い、2024 年４月１日付の定期昇給の昇給区分および昇給号給数を決定したも 

      のと推定される。そうした昇給区分および昇給号給数に基づいて不当に高い金額の給与 

      を支給することは違法若しくは不当な公金支出に該当するものであり(2024年４月１日付 

      の定期昇給に基づく給与の支出が行われるのは 2024 年４月 19 日からであるが、既に昇 

      給区分および昇給号給数が決定されている以上、それに基づいた金額の給与が支出され 

      ることは地方自治法第 242 条第１項の「相当の確実さをもって予測される場合」に該当 

      することは明らかである)、これにより埼玉県は本来支給するべきであった給与の金額と 

      の差額の財産上の損害を被ることが相当の確実さをもって予測される。 

    よって、知事に対し、2024 年８月 23 日以降に支給予定の給与のうち本来支給するべき 

      であった金額との差額相当額の返還請求をＣに対して行う等の適切な是正措置を講ずべ 

      きことを求める。 

    埼玉県知事が上記３名の埼玉県職員に対して本来支給されるべき金額よりも多い額の 

      給与を支給し続けているのは「違法若しくは不当な公金の支出」(地方自治法第 242 条第 

     １項)に該当するので、上記「請求する措置の内容」記載のとおり適切な是正措置を講ずべ 

     きことを求める。 

（４）事実証明書 

   ① 大阪地裁平成 19 年５月 22 日判決(裁判所ウェブサイト掲載)の写し 

  ② 平成 31 年３月の東京都豊島区の住民監査請求結果(職員給与に係る住民監査請求③） 

   の写し 

  ③ 宮代町の住民監査請求結果(平成 22 年 11 月 24 日宮代町監査委員告示第２号)の写し      

  ④ 『新版逐条地方公務員法第 5 次改訂版』(学陽書房 2020 年)の抜粋の写し 

  ⑤ 最高裁判所昭和 62 年２月 20 日判決民集 41 巻１号 122 頁の写し 

  ⑥ 埼玉県と埼玉県公園緑地協会との間の埼玉県公益的法人等への職員の派遣等に関する 

   条例第２条第１項本文に基づく取決め書の写し 

  ⑦ 公益法人等に派遣された自治体職員の派遣先団体における職務上の非違行為を埋由に 

   自治体首長が懲戒処分を行った事例について報じた新聞記事の写し 

  ⑧ 平成 31 年３月の東京都豊島区の住民監査請求結果(職員給与に係る住民監査請求①） 

   の写し 

  ⑨-1 横浜市の住民監査請求結果(令和６年６月３日請求・同年７月 31 日結果通知)の写し     

  ⑨-2 横浜市の住民監査請求結果(令和６年６月 10 日請求・同年７月 31 日結果通知)の写し  

  ⑩-1 東京新聞 2023 年６月 24 日朝刊の記事の写し 

  ⑩-2 東京新聞 2023 年 12 月 23 日朝刊の記事の写し 

  ⑪ 埼玉県営水上公園における水着撮影会の在り方検討会の提言の写し 



  ⑫-1 埼玉県営水上公園における水着撮影会の在り方検討会第２回の議事概要の写し 

  ⑫-2 埼玉県営水上公園における水着撮影会の在り方検討会第３回の議事概要の写し 

  ⑬ 埼玉県公園緑地協会が令和６年３月５日付で公表した「埼玉県営水上公園における水 

   着撮影会開催の手引き」の写し 

  ⑭ 水着撮影会主催者のウェブサイトの写し 

  ⑮ 2023 年６月 12 日の埼玉県知事定例記者会見録の写し 

  ⑯ 公文書開示請求によって開示された給与明細(令和６年４月２日出総第 1262 号)の写し 

  ⑰ 2023 年 4 月 29 日～30 日にしらこばと公園で開催された水着撮影会の模様の写し 

  ⑱ 東京新聞 2023 年８月 27 日朝刊の記事の写し 

  ⑲ 『新版逐条地方自治法第 9 次改訂版』(学陽書房 2017 年)抜粋の写し 

  ⑳ 2022 年 12 月に策定されたしらこばと公園の水着撮影会の許可条件の写し 

  ㉑ 「【お詫び】水着祭 2023 開催中止に関しまして」と題する文書の写し 

  ㉒ 従前からの各公園共通の許可条件の写し 

  ㉓ 公園管理事務所との電話の内容の記録の写し 

  ㉔ 2022 年度にしらこばと公園で開催された未成年者が出演した水着撮影会の模様の写し 

  ㉕ 公文書開示請求によって開示された「埼玉県青少年健全育成条例に基づく県民の申出 

   に関する調査結果について」の写し 

  ㉖ 公文書開示請求によって開示された「貴社主催の水着撮影会にかかる配信動画につい 

   て」の写し 

  ㉗ 2023 年５月 14 日に川越公園で開催された水着撮影会の模様の写し 

  ㉘ 2022 年６月 11～12 日に川越公園で開催された水着撮影会の模様の写し 

  ㉙ 2022 年７月２日に加須はなさき公園で開催された水着撮影会の主催者と出演者のウエ 

   ブサイト、SNS アカウントなどの写し   

  ㉚ 公文書開示請求によって開示された定期昇給関係文書(令和６年４月２日親人第１号、 

   令和６年４月８日親人第５号)の写し 

 

第２ 請求の要件審査 

 １ 令和６年９月 17日、監査委員会議を開催し、本件請求が地方自治法第 242 条第１項に定 

  める要件を備えているものと認めた。 

 ２ 本件請求は、令和６年４月18日受付の県営水上公園における水着撮影会に関わる利用許

可等に関する住民監査請求（以下「前回請求」という。）とは別の請求人から提出された

請求であるものの、次の理由により、同一内容であると認めた。 

 （１）対象財務会計行為が同一である。 

 （２）対象財務会計行為が違法または不当であるとする原因行為が同一である。 

 ３ 本件請求で主張されている原因行為の違法または不当であるとする理由に追加の項目を

認めた。 

 

第３ 監査の実施     

 １ 監査対象事項    

   令和４年４月から令和６年３月までの、公益財団法人埼玉県公園緑地協会に派遣されて 

  いた県職員が行った、県営しらこばと公園において実施された｢水着撮影会｣に係る行為許 



 

  可及び川越公園及び加須はなさき公園の当該行為許可に係る管理監督並びに当該行為許可 

  から生じると主張されている当該県職員の懲戒処分及び勤務成績評価について、監査対象 

  とした。 

 

 ２ 監査対象機関 

   公園スタジアム課、人事課、出納総務課 

 

 ３ 証拠の提出及び陳述 

   請求人に対して、地方自治法第242条第７項の規定に基づき、令和６年10月４日に証拠の 

  提出及び陳述の機会を設けたところ、新たな証拠の提出及び陳述があった。 

   陳述の要旨は、次のとおりであった。 

 （１）請求人の陳述の要旨 

 中学生を含む未成年者が出演することは地方自治法第 244 条第２項の「正当な理由」

に該当しないという見解と、未成年者の出演を一律に禁止した今年度からの新たな許可

条件は適切であるという見解は矛盾するものであり両立しない。 

 本件請求人とは別の県民らが４月 18日付で行った住民監査請求に対する監査結果通知

(令和６年６月 14 日付監査第 100-1 号)の 15 頁には「水着撮影会の開催にあたっては新

たな許可条件のもと適切に管理運営を行われたい。」と記述されている。このことは、埼

玉県監査委員としては、埼玉県公園緑地協会が策定した今年度からの新たな許可条件を

適切なものであると判断しているものと思慮する。今年度からの新たな許可条件を適法

かつ妥当なものであると監査委員が考えているということは、水着撮影会に中学生を含

む未成年者を出演させることや、証拠 13 に示された過激なポーズや水着で出演させるこ

となど今年度からの新たな許可条件で禁止されたことは、公の施設である県営公園の利

用を拒否する「正当な理由」(地方自治法第 244 条第２項)に該当すると監査委員が判断

しているということを意味する。これは極めて当然のことである。 

 今年度においては公園利用を拒否する「正当な理由」となるが、昨年度以前は「正当

な理由」に該当しなかったなどということはありえるのかということである。例えば、法

律や条例が改正され、これまで禁止されていなかったことが新たに法令によって禁止さ

れたなどの事情がある場合は、それまで「正当な理由」に該当しなかったことが法令改

正後は「正当な理由」となるといったことはありうる。しかしながら、水着撮影会に関し

て、未成年者の出演やポーズ・水着の規制について、昨年度以前と今年度とでは、法律

や条例は全く何も一切変わっていないのである。 

 昨年度以前と今年度との違いは、協会が設置した検討会の提言が出されたことのみで

ある。協会が設置した有識者の検討会は、未成年者を出演させることなどを県青少年育

成条例の趣旨に反するものと判断して禁止すべきと提言したが、検討会は、未成年者の

出演等を禁止することが条例の趣旨から要請されていると提言したのであって、昨年度

までは条例の趣旨に反していなかったことが、検討会が禁止すべきと提言したことによ

って新たに条例の趣旨に反することに変わったのではない。 

 未成年者の出演等が、昨年度までは都市公園条例第９条第２項に定める事由にも該当

しないし公序良俗にも違反していなかったが、今年度からは都市公園条例第９条第２項



に定める事由に該当するかあるいは公序良俗に違反するようになったなどという事情変

更の要素は何も認めることはできない。 

 検討会は、都市公園条例第９条第２項に定める事由に該当するかあるいは公序良俗に

違反するから未成年者の出演等を禁止すべきと提言したのであって、昨年度までは都市

公園条例第９条第２項に定める事由にも該当しないし公序良俗にも違反していなかった

ことが、検討会が禁止すべきと提言したことによって都市公園条例第９条第２項に定め

る事由に該当するかあるいは公序良俗に違反することに変わったのではない。 

 指定管理者である公園緑地協会は、都市公園条例に基づいて許可条件や禁止事項を策

定しなければならないのであって、昨年度までは都市公園条例第９条第２項に定める事

由にも該当しないし公序良俗にも違反していなかった事項が、協会が許可条件の中で禁

止したから公園条例第９条第２項に該当するかあるいは公序良俗違反となったのではな

い。 

 協会の検討会は、未成年者を出演させること等が地方自治法第 244 条第２項の「正当

な理由」に該当するからこそ、当該事業者の営業全体としては埼玉県青少年健全育成条

例の定める「有害役務営業」に該当しないものも含めて、未成年者を出演させること等

を一律に禁止すべきと提言したのである。検討会が提言したから未成年者を出演させる

こと等が地方自治法第 244 条第２項の「正当な理由」に該当するようになったのではな

い。検討会の提言について、「未成年者を出演させること等は 2023 年度現在においては

まだ『正当な理由』に該当しないが、2024 年度からは『正当な埋由』に該当するように

なる」などという荒唐無稽な解釈はありえない。 

 ３（２）ア、しらこばと公園管理事務所長Ａの非違行為についてである。 

 2023 年４月 29 日～30 日の水着撮影会は、同年６月 12 日の記者会見で大野知事が明

言しているとおり、しらこばと公園において当時明文化されていた許可条件にすら違反

していたものであった。にもかかわらず、当日監視業務に当たったしらこばと公園管理

事務所職員は許可条件違反を発見できなかったものである。このことは、Ａが 2023 年６

月３日に一般市民から指摘されるまで問題を把握していなかったことからも明らかであ

る。撮影会当日の監視業務は許可条件に違反する行為が行われていないかどうかを監視

するために行うものであり、不十分な職務遂行により許可条件違反を見落としたならば

当該しらこばと公園管理事務所職員には少なくとも重大な過失があり、当該職員の上司

であったＡは管理監督責任を免れないものである。もし当該職員が誠実に監視業務を遂

行したにもかかわらず違反を発見できなかったならば、それはそのような瑕疵ある監視

体制・人員での業務を指示した所長であるＡの責任であるから、いずれにしてもＡは責

任を負うことになる。 

 一般市民の方が指摘しなければ当時の許可条件に明記されていた事項にすら違反して

いた行為が行われていたことすら見逃されていたところだったのである。これは極めて

重大な事態であると考える。 

 また、Ａは、しらこばと公園管理事務所長在任中に同公園で行われた水着撮影会にお

いて「性的好奇心をそそる」(埼玉県青少年健全育成条例第３条第 13 号)行為が少なくと

も１回行われたにもかかわらず適切な対応を取らなかった疑いがある。 

 埼玉県青少年健全育成条例は、「有害役務営業」に未成年者を出演させること等を刑事

罰をもって禁止している。「有害役務営業」に該当するかどうかは、当該事業者の営業全



 

体で判断されるので、当該事業者の営業全体としては「有害役務営業」とは認定されな

い場合であっても、個々の撮影会や個々の出演者の行為が条例の青少年保護の趣旨から

して有害であることは当然にありえる。 

 埼玉県情報公開条例に基づく公文書開示請求を行って開示された文書(令和６年２月 15

日青第 390 号証拠 25)によると、実際に、埼玉県県民生活部青少年課の調査によって、県

営公園で行われた水着撮影会における出演者の行為２件が有害役務営業の要件である「性

的好奇心をそそる」(埼玉県青少年健全育成条例第３条 13 号)行為と認定されている。こ

うした行為は、もし反復して行われていたなら当該撮影会主催事業者の営業全体が「有

害役務営業」と認定されていたものであるから、１回だけで終わったから公序良俗に違

反しないということにはならないし、１回だけだから地方自治法第 244 条第２項の「正

当な理由」には該当しないということにはならないと考える。こうした行為が何回行わ

れれば有害役務営業と認定されるのかは定かではないが、例えば、３回行われれば有害

役務営業と認定されると仮定すると「３回目以降は公序良俗違反になるが２回目までは

公序良俗違反にならない」「３回目以降は地方自治法第 244 条第２項の正当な理由に該当

するが２回目まで正当な埋由に該当しない」などという不合理であり理不尽な見解を取

らないと、Ａを免責することはできないのではないだろうか。 

 当該事業者の営業全体が有害役務営業と認定されない限りは未成年者を出演させても

条例違反にはならないが、条例違反にならないからといって、有害役務営業の要件であ

る「性的好奇心をそそる」行為が県営公園で行われたことが正当化されてはならないこ

とは言うまでもない。さらに言えば、県青少年健全育成条例が禁止しているのは「有害

役務営業に未成年者を出演させること」等であり、「県内において有害役務営業を行うこ

と」を禁止してはいない。 

 つまり、有害役務営業と認定されても、出演者も客も全員成人であれば条例違反には

ならないのである。だからといって、「条例違反ではないので、有害役務営業であっても

地方自治法第 244 条第２項の正当な埋由にも該当しないので県営公園で有害役務営業を

行うことも許可しなければならない」などということはありえないのである。つまり、条

例違反ではなくても公序良俗に違反したり地方自治法第 244 条第２項の「正当な理由」

に該当したりすることは当然にありうるのである。だからこそ検討会は、今年度からは

条例違反には当たらない「合法」なものも含めて未成年者を出演させること等は一律に

禁止すべきと提言したのであり、事業者の営業全体としては「有害役務営業」とは認定

されなくても、「性的好奇心をそそる」行為が行われたならば、それは公序良俗違反であ

り、地方自治法第 244 条第２項の「正当な理由」に該当するのは明らかだと考える。 

 そもそも、法令の明文に違反しないものであっても公序良俗違反になりうるから公序

良俗という概念に意味があるのであって、「公序良俗違反＝法令違反であって法令の明文

に違反しないものは一切公序良俗違反にならない」のであれば、公序良俗という概念の

意味がなくなってしまう。そうであれば「法令に違反する行為は禁止する」と言えばいい

だけになってしまう。 

 証拠25によると、しらこばと水上公園での水着撮影会において「性的好奇心をそそる」

行為が行われたと県青少年課は認定している。 

 また、証拠 26 によると、県青少年課長は、しらこばと公園で開催された水着撮影会の



模様の動画をインターネット上に公開した事業者に対して、不適切な行為が見受けられ

るとして動画の削除要請を行っている。この行為が上記の「ビキニ型水着の下衣を脱衣

しようとする状態(今にも陰部が露出する様相)」であり、一般社会人が常識的に判断し

て、通常、隠しておくと思われる身体の一部分を強調しており、半裸又はこれに近い状

態で陰部又はでん部を誇示した卑わいな姿態であることが、誰が見てもはっきりと分か

る顕著な状態にある行為と同一なのか別の行為なのかは開示された部分からは不明であ

るが、しらこばと公園において「性的好奇心をそそる」行為が少なくとも１回行われたこ

とは間違いない。 

 ３（２）イ、ＢとＣの川越公園管理事務所長の上司としての責任についてである。 

 証拠 25 によると、県青少年課は、川越公園での水着撮影会において「ビキニ型水着の

紐を故意にほどいた」行為を行った出演者を「性的好奇心をそそる」行為を行ったと認

定している。これは日付が墨塗となっているが、2023 年５月 14 日に川越公園で開催され

た水着撮影会の出演者であると推定される。当該出演者は証拠 27 に示したとおり、まさ

に証拠 25 のような行為を行ったのであるから、埼玉県青少年健全育成条例において「有

害役務営業」の要件とされている「性的好奇をそそる」行為を行ったことは間違いない。  

このような「性的好奇をそそる」行為というのは当然に公序良俗に反し、また「正当な理

由」(地方自治法第 244条第２項)に該当するものと考える。 

 「性的好奇心をそそる」行為とは、反復して行われれば当該撮影会主催事業者の営業

全体が「有害役務営業」と認定される行為であるから、要するに青少年にとって有害な

行為である。全く同じ行為が、反復して行われれば青少年にとって有害だが１回目なら

青少年にとって有害でないなどということはありえない。青少年にとって有害な行為と

県青少年課が認定した行為が県営公園で行われたにもかかわらず、公園管理事務所長に

責任はないということがありうるのであろうか。川越公園管理事務所長に責任はないと

いう結論を導き出すためには、「青少年にとって有害な行為ではあるが公序良俗違反では

ない」「当時の許可条件には『青少年にとって有害な行為は禁止する』と明記されていな

かったので青少年にとって有害な行為を不許可にすることは許されず許可しなければな

らなかった」などという理不尽な見解を取らなければならない。それとも、「性的好奇心

をそそる」行為＝青少年にとって有害な行為と認定した県青少年課の判断が間違ってい

るとでも言うのであろうか。 

 証拠３の宮代町監査委員の監査請求結果通知や証拠９の横浜市監査委員の２件の監査

請求結果通知では、一般行政上の意思決定に属する執行機関の行為を厳しく批判する意

見を付している。 

 県営公園において卑猥な水着・ポーズの 14 歳の中学生に大勢の中高年男性が群がり有

料で写真撮影を行う営利行為が行われていたことや、「性的好奇心をそそる」(埼玉県青

少年健全育成条例第３条第 13 号)行為と県青少年課が認定した行為が少なくとも２回も

行われたことは重大かつ極めて深刻な事態であり、本来なら大野知事が謝罪すべきもの

である。  

  

 ４ 実地監査 

（１）実地監査 

本件請求は、前回請求と同一のものであるため、監査手続は省略した。     



 

（２）事実確認 

違法または不当となる理由の追加項目について、事実確認のための調査を実施した。 

ア しらこばと公園管理事務所長が当時明文化されていた許可条件に違反していたにもか 

 かわらず発見できなかったことについて 

 許可条件に違反しないようにイベントを実施するのは、基本的には主催者の責任であ 

る。その前提の上で、当日の水着撮影会では、事務所職員が巡回を実施していたが、許 

可条件に違反する行為等は確認できなかったものである。 

イ 「性的好奇心をそそる行為」があったことについて 

    県民から、県営水上公園での水着撮影会について、青少年条例違反の行為が認められ  

   るとの申出があったが、青少年課が調査を行った結果、事業者が客の性的好奇心をそそ 

   るおそれのある役務を反復して提供していること（有害役務営業性）は確認できなかっ 

   たことなどから、条例違反とは認められないと判断された。 

 青少年課が実施した調査の中で、インターネット上で公開されている水着撮影会の画 

像の一部に「性的好奇心をそそるおそれのある行為」が確認された。 

ウ 「性的好奇心をそそる」行為が行われたにもかかわらず、適切な対応を取らなかった 

 こと、また、水着撮影会の中止要請を怠ったことについて 

  許可条件に違反しないようにイベントを実施するのは、基本的には主催者の責任であ 

 り、当日の水着撮影会では職員が巡回を行うなど適正な業務を遂行していた。 

 

第４ 監査の結果 

   本件請求については、理由がないものと判断し棄却する。 

   以下、事実関係、監査対象事項に対する判断について述べる。 

 １ 事実関係 

   監査対象事項について、関係する法律、条例、規則との照合、関係書類等の調査及び監 

    査対象機関からの事情聴取を実施した結果、次の事項を確認した。 

 （１）県営の３公園（しらこばと公園､川越公園､加須はなさき公園）における水着撮影会の 

      行為許可について 

    県営公園や公の施設の利用については、地方自治法第244条第２項において、正当な理      

   由がない限り住民の利用を拒んではならないと規定されている。 

    また、埼玉県都市公園条例第９条第２項では、公園における行為の許可をしてはなら 

      ない要件が規定されている。 

    水着撮影会の許可は、埼玉県都市公園条例第９条に基づき、指定管理者である埼玉県 

      公園緑地協会が行っており、協会内部での権限は理事長から各公園管理事務所長に委任 

      されている。   

    令和４年４月から令和６年３月までに、水着撮影会は、しらこばと公園で31回、川越 

      公園で31回、加須はなさき公園で２回開催された。 

    水着撮影会等の行為許可については、当時の許可条件に照らして許可がなされており、 

      また、当時行われた水着撮影会は青少年条例や公序良俗に対する違反の事実は認められ 

   ない。 

 （２）未成年者の出演について 



    水着撮影会に未成年者を出演または参加させることは、「有害役務営業」に該当する行 

      為が行われなければ、青少年条例に違反しない。 

     また、令和６年３月５日に新たな許可条件が策定される前の水着撮影会の県営公園の 

      許可条件では、未成年者の出演を禁止していなかった。 

    このため、各公園の水着撮影会で未成年者が出演又は来場したかについて、各公園で 

      は把握する立場ではなかった。 

 （３）水着撮影会の青少年条例と公序良俗との関連について 

    対象の期間で各県営公園で実施された水着撮影会では、出演者について年齢による出 

      演の制限を許可条件に含めておらず、このため、監視した公園職員も出演者の年齢を確 

      認する立場ではなかった。 

    水着撮影会では、「有害役務営業」などの事実は無かった。また、「公然わいせつ」に該 

      当しうる性器の露出などの行為の事実は無く、公序良俗に反する事実は無い。 

    さらに、会場は遮蔽して実施されており他の利用者の目に触れないように配慮されて 

      いた。 

 （４）許可条件の策定・適用について 

    2022年度以前においては、いずれの県営公園においても、水着撮影会に特定した許可 

      条件は策定しておらず、公園における行為許可の共通の条件を文書で示し、運用してい 

      た。 

    しらこばと公園で2023年４月29日～30日に実施された水着撮影会では、行為許可の共 

      通の条件に加えて、しらこばと公園が策定した、モデルの服装やポーズなどに関する詳  

      細な許可条件を適用していた。 

     この条件を基に同年７月に策定した３公園共通の詳細な許可条件を策定し、2023年９ 

      月及び10月のしらこばと公園における水着撮影会で適用していた。 

     なお、巡回した公園管理事務所の職員が確認した範囲では、これらの許可条件に違反 

      した行為は発見されなかった。 

     川越公園及び加須はなさき公園では、2023年６月までは公園における行為許可の共通 

      の条件のみを運用していたが、それまで許可条件を見直すような苦情もなく、職員によ 

      る巡回中に特に問題になる水着やポーズを見つけたことがなかった。 

     2023年９月及び10月の水着撮影会では、同年７月にしらこばと公園の詳細な許可条件 

      を元に策定した条件を適用している。 

 （５）行為許可後の実態調査について 

    公園における行為許可は、主催者から許可申請の相談を受けて、事前にイベント内容 

      や許可条件について説明等を行った上で、正式な許可申請を受付け、許可条件を付して 

      許可をしている。 

    公園管理者は、行為許可したイベント実施中に、イベントが許可条件に違反していな 

      いかなどについて職員が巡回で確認している。 

    イベント終了後においては、イベントの内容等に関する調査は行っていない。 

    水着撮影会の場合も同様である。 

 （６）懲戒処分について 

    公益財団法人埼玉県公園緑地協会への派遣職員に対する懲戒処分については、県と同 

      協会が平成24年４月１日に取り交わした「取決め書」第11条において、「その都度、甲乙 



 

      協議の上、行うものとする。」と定められている。（「甲」は県を「乙」は派遣先を指す。） 

 （７）勤務成績評価について 

    埼玉県公園緑地協会を所管する公園スタジアム課によれば、３名の派遣職員について 

      は、適正な事務処理を執行しており、勤務成績評価に反映する非違行為は無かった。 

 （８）給与等の支払について 

    県出納総務課が３名の派遣職員に対して支出した給与、諸手当等については、人事発 

      令等及び法令に従い適正に支出されていた。 

（９）「性的好奇心をそそるおそれのある行為」があったことについて 

   「性的好奇心をそそるおそれのある行為」については、請求人が提出した証拠 25 によ 

  れば、事業者が客の性的好奇心をそそるおそれのある役務を反復して提供していること 

  （有害役務営業性）は確認できなかったとなっており、青少年条例違反とは認められな 

  い結論となっている。なお、水着撮影会中の「性的好奇心をそそるおそれのある行為」に 

  該当するとされる画像がウェブサイトにおいて公開されていたことが確認されているが、 

  「性的好奇心をそそるおそれのある行為」が公序良俗に反するか否かは、時間や場所、 

  取り巻く状況により変わる。   

   また、青少年の健全育成という観点から、反復すれば有害な役務とされている行為が 

  行われたとしても、それをもって直ちに公序良俗に反するわけではない。 

 水着撮影会は、日中の遮蔽されたプールサイドで行われたものであり、また、当該事 

業者がスタッフを配置し、出演者が性的姿態をとること等を防止するための措置を講じ 

ていたことから、その行為が公序良俗に反するものと一概にはいえない。 

   よって、地方自治法第 244 条第２項の「正当な理由」にも該当せず、埼玉県都市公園 

  条例第９条第２項の「公園の利用の許可をしてはならない」行為にも該当しない。 

 

２ 前回監査請求（令和６年６月 14 日付け監査第 100-1 号）の結果に対する影響 

（１）本件請求は、前回の監査請求の請求人らとは別の住民による請求であることから、一 

  事不再理の原則を援用することはできないが、既に監査を行った請求と同一内容の請求 

  については、改めて監査を行うことなく、既に行った監査の結果に基づいて、請求に係 

  る事実がないと判断できるときは、その旨を請求人に通知すれば足りるとされている（昭 

  和 34 年３月 19日行政実例参照）。 

   本件請求では証拠資料が追加提出されているが、摘示されている違法・不当な給与の 

  支出が同一であるため、前回請求と同一内容の請求であると判断する。 

（２）本件請求は、財務会計行為である「給与の支払」とその前提となる非財務会計行為で 

  ある「職員の懲戒処分」又は「職員の勤務成績評価」についてのものであるから、それに 

  影響を与える法令違反又は非違行為の有無を判断する必要がある。 

 前述のとおり公序良俗の捉え方には幅があり、一概に論じることが困難である中で、 

行為許可事業者による「性的好奇心をそそるおそれのある行為」があったとしても条例 

違反行為があったとまではいえないことから公園管理事務所長が行った水着撮影会に係 

る行為許可に関して、職員の懲戒処分等に該当するような非違行為があったとはいえな 

い。 

（３）しらこばと公園や川越公園の水着撮影会では、事務所職員が通常行うべき措置として 



  巡回をしていたことから、適切な対応を取られなかったとはいえず、許可条件違反を発 

  見できなかったとしても、懲戒処分等に該当するような所長の職務上の義務違反・職務 

  懈怠とまではいえない。 

   ゆえに、県派遣職員Ａ、Ｂ及びＣには、懲戒処分等に該当するような非違行為は認め 

  られない。 

（４）よって、前回請求の監査結果（令和６年６月 14 日付け監査第 100-1 号）の判断を変更 

  すべき理由がないため、本件請求の監査対象事項に対する判断は、前回請求のものをも 

  って充てる。 

 

 ３ 監査対象事項に対する判断  

 （１）行為許可の違法性 

    請求人は、しらこばと公園管理事務所長が、青少年条例の趣旨に反する、又は、公序 

      良俗に反する水着撮影会を行為許可したことは違法である、と主張している。 

     公園での行為許可に当たっては、地方自治法第244条第２項で規定する「正当な理由」   

      がなければ公園の利用を拒否することができない。また、都市公園条例第９条第２項で 

      は、公園の行為許可できない要件として「都市公園の管理上支障があると認められると 

      き」、「公共の福祉を阻害するおそれがあると認められるとき」及び「その他都市公園の 

      設置の目的に反すると認められるとき」が規定されている。 

     県が主催事業者及び施設管理者（公園緑地協会）に対する調査を行ったところ、青少 

      年条例に定める有害役務営業に当たる事実は認められず、条例違反との判断には至らな 

      かった。 

      また、公序良俗に反するか否かは、「公然わいせつ」など法令に違反する行為があるか 

      どうかが、一つの判断基準になる。刑法第174条の「公然わいせつ」における「わいせつ」 

      とは、判例によると「徒に性欲を興奮又は刺激せしめ、且つ普通人の正常な性的羞恥心 

      を害し、善良な性的道義観念に反するもの」とされており、具体的な基準はないものの、 

      水着撮影会では性器の露出なども無く、「わいせつ」に該当するとはいえない。 

        また、会場は遮蔽して実施されており他の利用者の目に触れないように配慮されてい 

      た。 

      したがって、当該行為は、地方自治法第244条第２項において規定されている公園の利 

      用を拒否する「正当な理由」又は県都市公園条例第９条第２項で行為許可できないとさ 

      れる要件に該当するとはいえない。よって、しらこばと公園管理事務所長の行為許可は、 

      違法とはいえない。 

  （２）許可条件の明文化について 

     請求人は、しらこばと公園における水着撮影会について未成年者の出演及び客として    

      の入場を禁止する許可条件を明文化していなかったこと、川越公園、加須はなさき公園 

      において水着撮影会の詳細な許可条件を全く明文化していなかったことは、重大な職務 

      上の義務違反又は職務懈怠であると主張している。 

      しらこばと公園、川越公園及び加須はなさき公園においては、すべての行為許可の際 

      には、許可書と合わせて許可条件を文書で示している。 

      その上で、しらこばと公園において、水着撮影会について未成年者の出演及び客とし 

      ての入場を禁止する許可条件を明文化していなかったのは、当時は未成年者の出演及び 



 

      客としての入場に係る制限を設けていなかったためである。また、「有害役務営業」に該 

      当しない水着撮影会であれば、青少年条例にも抵触していない。 

       したがって、未成年者の出演及び客としての入場を禁止する許可条件を明文化してい 

      なかったことが職務上の義務違反又は職務懈怠に当たるとはいえない。 

    また、川越公園及び加須はなさき公園においては、許可条件の明文化について、しら 

   こばと公園と異なる取扱いとなってはいるものの、必要な許可条件については文書で示 

   しており、詳細な許可条件を明文化していなかったことのみをもって、職務上の義務違 

   反又は職務懈怠に当たるとはいえない。 

 （３）行為実施当日の確認について 

    請求人は、水着撮影会に中学生が卑猥なポーズで撮影させるなど公序良俗に違反する 

   行為が行われており、当日に監視業務に当たっていた職員はこれを中止させる職務上の 

   義務を負っており、これを怠ったのは重大な職務上の義務違反又は職務懈怠である、と 

   主張する。 

    しかし、当時出演者について年齢による制限を条件とはしておらず、監視に当たって 

   いた職員は、出演者の年齢を確認する立場になかった。また、巡視の際に公序良俗に反 

   する行為について現認したことはなく、中止させるなどの措置を講じなければならない 

   状況になかった。 

    よって、職員の監視について、職務上の義務違反又は職務懈怠があったとはいえない。 

 （４）行為許可後の調査について 

    請求人は、しらこばと公園管理事務所長が水着撮影会後に「水着撮影会の実態を自ら 

   の主体的・能動的に調査していなかった」ことは、重大な職務上の義務違反又は職務懈 

   怠に当たる、と主張している。 

    公園における行為許可に当たっては、主催者から許可申請の相談を受けて、事前にイ 

   ベント内容や許可条件について説明等を行った上で、正式な許可申請を受付け、許可条 

   件を付して許可をしている。公園管理者は、行為許可したイベント実施中においては、 

   イベントが許可申請と合致しているか、許可条件に違反していないかについて、巡回に 

   より確認しているが、イベント終了後においては、イベントの内容等に関する調査は行 

   っていない。水着撮影会の場合も、同様にイベント実施中は職員が巡回により確認をし 

   ており、イベント終了後における調査は行っていない。 

    これら一連の手続の中に不適当な点はなく、イベント終了後に調査していなかったこ 

   とが職務上の義務違反又は職務懈怠に当たるとはいえない。 

 （５）在り方検討会提言を受けた許可条件について 

    請求人は、「埼玉県営水上公園における水着撮影会の在り方検討会」及び県公園緑地協 

   会が今年の３月５日に新たに、18歳未満の出演禁止・撮影会への入場禁止、禁止水着や 

   禁止ポーズでの撮影禁止などの条件が追加されたが、従前から「それらを満たさない水 

   着撮影会は不許可とする職務上の義務を負っていた」「未成年者の出演が予定されていた 

   ことを理由に中止要請を行うべきであった」と主張している。 

    しかし、水着撮影会在り方検討会での提言を受けて、新たな許可条件では未成年者の 

   参加を禁止したものであり、それ以前は、水着撮影会において未成年者の出演や入場に 

   ついては許可条件としていなかったため、不許可とする職務上の義務は負っていなかっ 



   た。 

    もとより、法令は既に行われた行為に対して遡って適用されないとする「法令不遡及 

   の原則」という考え方があり、こうした考え方からも、在り方検討会で提言された新た 

   な許可条件に基づき、遡って当時の水着撮影会を不許可としなかった、又は、中止要請 

   を行わなかったことが、職務上の義務違反又は職務懈怠に当たるということは適当でな 

   い。 

 （６）行為許可の不当性について 

    水着撮影会に係る行為許可については法令等にしたがって行われている。一方で、行 

   為許可の不当性を判断する際には青少年保護に対する配慮や出演者の「表現の自由」な 

   ど様々な保護すべき権利の均衡を考慮する必要が生じる。都市公園の自由使用の原則な 

   どを踏まえると当時の許可条件に照らして不当とはいえない。 

 （７）Ａ、川越公園管理事務所長、加須はなさき公園管理事務所長の非違行為について 

    上記のとおり、水着撮影会に係る行為許可に関して、Ａ、川越公園管理事務所長、加 

   須はなさき公園管理事務所長について、違法性は認められず不当ともいえない。  

    よって、非違行為はないと判断する。  

    したがって、各所長の上司としてのＢ及びＣに管理監督責任はないと判断する。 

 （８）懲戒処分及び勤務成績評価に伴う給与の過大支出について 

    請求人は、Ｂ、Ｃ及びＡは、それぞれの非違行為により、懲戒処分ないしは勤務成績 

   評価に基づく昇給停止が行われなかったことは、違法又は不当な不作為である、と主張 

   している。加えて、それらの不作為により、給与が過大に支出されている、と主張してい 

   る。 

    地方公務員法では、第29条第１項第１号の法令違反及び第３号の全体の奉仕者たるに 

      ふさわしくない非行を行った場合に県職員を懲戒処分することができることが規定され 

      ている。 

    しかし、上記のとおり、Ｂ、Ｃ及びＡには法令違反及び非違行為は認められない。 

    また、勤務成績評価に反映する非違行為も無かったと認められる。 

    よって、懲戒処分又は勤務成績評価に関連して、給与が過大に支出されているとはい 

   えない。 

 （９）一般行政上の行為について 

    水着撮影会を含む行為許可条件の内容については、一般行政上の意思決定に属するも 

   のであるため、本件措置請求に係る監査の対象とはしていない。 

 （10）その他 

    水着撮影会の開催にあたっては、公序良俗に反しているのではないかとの県民からの 

   疑念をいだかれないよう、新たな許可条件のもと、適切に管理運営を行われたい。 

  

                                        以上 
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